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滋賀医大ニュースレター 
2013.01.09 第 21 号
表彰状を手にする扇田教授 
 生化学・分子生物学講座（分子病
態生化学部門）扇田久和教授が、「新
規細胞接着分子システムが動脈硬化
を制御する分子機構」の研究成果に
より、平成２４年度日本医師会研究奨
励賞を受賞しました。 
 
 日本医師会研究奨励賞は、日本医
師会会員（１６万５千人）を対象に、毎
生化学・分子生物学講座 扇田教授が日本医師会研究奨励賞を受賞 
年１回、医学上将来性に富む研究を
行っている１５名に授与される賞で
す。 
 
 １１月１日（木）、日本医師会館で行
われた授賞式において表彰されまし
た。 
 平成２４年１１月７日（水）、本学に
ナイロビ大学からマゴハ副総長とオ
ムワンド医学部長、ケニア中央医学
研究所からポケ所長を迎え、本学と
ナイロビ大学、本学とケニア中央医学
研究所との学術交流のための協約
書調印式を執り行いました。 
 
 調印式後は、オムワンド医学部長
及びポケ所長から、大学や研究所の
紹介を兼ねたプレゼンテーションを行
っていただきました。 
 午後は、附属病院の検査部、ＩＣＵ、
光学医療診療部、腫瘍センター（化学
療法室）、スキルズラボ、５Ａ病棟・ＮＩ
ＣＵ、放射線部を見学いただき、友好
を深めることができました。 
 
 予てよりケニアとは、本学の藤山教
授や医学科の自主研修での交流が
行われており、今後、この交流協約
のもと、ますます活発な交流が行わ
れ、教育、研究、診療が発展すること
が期待されます。 
集合写真 
ナイロビ大学及びケニア中央医学研究所と学術交流協約を
締結 
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 平成２４年度滋賀医科大学医学部
医学科第２年次後期学士編入学並び
に秋季大学院医学系研究科博士課
程・修士課程入学宣誓式が１０月１日
（月）に本学管理棟大会議室で挙行さ
れ、医学科学生１７名、大学院生（博
士課程）８名、大学院生（修士課程）６
名が入学しました。 
 
 馬場学長は、医学科入学生に対し
ては「病に悩む人に対して少しでも手
をさしのべ、役に立ちたいという「高い
平成２４年度滋賀医科大学医学部医学科第２年次後期学士編入学並びに
平成２４年度秋季大学院医学系研究科博士課程・修士課程入学宣誓式 
志」を持ち続け、初心を忘れることな
く、信頼される医療人として成長さ
れ、地域にあるいは世界にその成果
を還元してくれることを祈念していま
す。」と、大学院入学生に対しては
「「温故知新」を忘れずに、自分の研
究分野の文献を詳しく調べ、得られた
実験データについて、指導者や同僚
との議論を得て、さらに自分の工夫を
加え、新しい知見をつけ加え、少しで
も医療の道に生かせる努力をして下
さい。」とそれぞれ激励しました。 
入学生宣誓の様子 
記念写真 馬場学長と中村浜松医科大学長
 平成２４年１１月２１日（水）、浜松医
科大学において、本学と浜松医科大
学との教育研究等の連携・協力に関
する包括協定を締結しました。 
 
 昨今、国立大学の機能強化が強く
求められているところであり、このよう
な状況を踏まえ、両大学の教育・研
究等の機能強化及び事業の発展を
目指し、連携・協力するものです。 
 
 本学にとっては、初の国立大学と
の協定であり、かつ、同じ医科系であ
ることから、今後の教育研究等の発
展に大きく寄与するものと期待されま
す。 
浜松医科大学と包括協定を締結 
 本学分子神経科学研究センター
遠山育夫教授が、独立行政法人日本
学術振興会から、平成２４年度科学
研究費補助金の審査において模範と
なる審査意見を付した審査委員とし
て表彰されました。 
 
 日本学術振興会では、科学研究費
助成事業の審査の質を高めるため、
審査終了後、審査結果の検証を行
い、その結果を翌年度の審査委員の
選考に反映しています。 
 平成２０年度からは、その検証結果
に基づき模範となる審査意見を付し
た審査委員の表彰が行われており、
遠山育夫教授（分子神経科学研究センター）が（独）日本学術
振興会から平成２４年度科研費審査委員表彰を受けました 
平成２４年度は約５，０００名の第１段
審査（書面審査）委員の中から１１５
名が選考され、本学からは初めて遠
山 育 夫 教 授 が 表 彰 さ れ ま し た 。
 表彰状の贈呈式は平成２４年１１月
２１日（水）に役員懇談会終了後に行
われ、役員全員立会いの下、馬場学
長から表彰状と記念の盾が手渡され
ました。 
 
 なお、今回の受賞及び研究者として
競争的資金の審査に関わり科研費
全体の質の向上に寄与したことから、
インセンティブとして学長裁量経費か
ら研究費の助成が行われました。
馬場学長から表彰状の贈呈 
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学位授与式の様子 
 平成２４年度第１回滋賀医科大学
学位授与式が１０月１日（月）に本学
管理棟大会議室で挙行され、課程博
士５名、論文博士３名、修士１名にそ
れぞれ学位記が授与されました。 
 
 馬場学長は、「医学・看護学研究に
関する科学は、人をどうみるのか、あ
平成２４年度第１回滋賀医科大学学位授与式を挙行 
るいは人間の内的、身体的なものを
どう洞察するかにつながるものであ
り、引き続き研究を深化させ、これま
で身につけた思考法や専門的知識、
それに技術を十分活用してご活躍さ
れ、社会の医療と福祉の発展に貢献
されますことを期待します」と告辞を
述べました。 
 学内各部署の相互理解と更なる業
務の改善と効率化を図ることを目的
に、９月２１日（金）から１０月１日（月）
までの期間、各職場における業務改
善の取組や提案について発表する
「業務改善等発表会」を開催しまし
た。 
 
 本年度も、学内向け専用Ｗｅｂペー
ジ「業務改善等発表会Ｗｅｂサイト」を
開設し、これに掲載された計１５点の
出展を多くの教職員に閲覧していた
だきました。 
 
 １０月１日（月）午後１時からは、出
展担当者によるプレゼンテーションを
実施し、スクリーンに図・写真・グラフ
等を投影して、改善内容やその効果
等について共に理解を深め、学内外
の審査委員と学内の教職員評価者
により、最優秀賞１点、優秀賞３点、
審査員特別賞１点が選出されました。
 
 最優秀賞に輝いた薬剤部の発表に
対し、審査委員からは「現状分析、問
題点、改善策、効果の確認迄業務改
善策としてパーフェクトである。特にコ
ストパフォーマンスについては具体的
平成２４年度業務改善等発表会を実施 
で最優秀賞に相応しい内容であっ
た。」と高く評価されました。 
 
最優秀賞 
・薬剤部 発表者：佐々木 恭子さん 
「情報発信型Ｗｅｂ版病院医薬品集
の導入」 
 
優秀賞 
・検査部 発表者：湯本 浩史さん 
「患者サービスの向上と診療支援体
制の強化を目指して 
－診察前検査の迅速化と検査部の
課題について－」  
・２Ｄ病棟 発表者：中島 千春さん 
「パートナーシップナーシング 
～チーム力の向上を目指して～」  
・病院管理課 発表者：藤田 尚一さん
「外来看護日誌の電子化」 
 
審査員特別賞 
・栄養治療部 発表者：栗原美香さん
「滋賀医科大学ＮＳＴの先進的取り
組み 
～国立大学附属病院でトップの実
績を維持する秘訣は？～」 
発表者による説明 
会場の様子 
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谷教授による講演 パネルディスカッションの様子
 立命館グローバル・イノベーション
研究機構が主催する、２０１２年度先
端医療研究拠点シンポジウム「立命
館大学が目指す IT と医療の融合」が
１０月５日（金）立命館大学びわこ・くさ
つキャンパスで開催されました。
 
 本学から外科学講座 谷 徹教授
が、本シンポジウム第三部パネルデ
ィスカッション「IT が拓く医療の将来の
展望」で、「３次元 MR 画像ガイド下内
視鏡手術」と題して講演を行い、IT 利
用、IRT（インテリジェントロボット）利
用について、今後の医工連携の展望
について述べられました。 
２０１２年度 立命館グローバル・イノベーション研究機構 
先端医療研究拠点シンポジウムが開催されました 
 ９月１９日（水）、２６日（水）、１０月３
日（水）の３日間、草津市立市民交流
プラザ大会議室において第２８回目と
なる滋賀医科大学公開講座を実施し
ました。 
 
 服部 隆則副学長の開催の挨拶か
ら始まり、テーマを「充実した中高年
の生活を迎えるために」と題し、９月１
９日は、整形外科学講座 森 幹士講
師による「腰背部痛と骨粗鬆症」、９
月２６日は、「もっと知ろう あなたの
腎臓」 内科学講座（腎臓） 宇津 貴
准教授による「腎臓は何をしているん
第２８回滋賀医科大学公開講座を開催 
だろう？」と内科学講座（血液浄化部）
一色 啓二講師による「慢性腎臓病
（CKD）といわれたら・・」、１０月３日
は、泌尿器科学講座 荒木 勇雄准
教授による「頻尿と尿失禁」の講演を
行いました。参加の皆様にはいずれ
も熱心に聴講いただき、質疑応答も
活発な講座となりました。 
 
 また、恒例により３回のうち２回以上
受講いただいた方々には修了証書を
お渡ししており、最終日には、服部副
学長から代表の方にお渡ししました。
森 講師による講演 
 平成２４年１０月６日（土）、７日（日）
の２日間にわたり、ピアザ淡海で第８
回滋賀医科大学医師臨床研修指導
医講習会を開催しました。当日は６名
のタスクフォースにご協力いただき、
本学および協力病院から２４名の先
生方が受講されました。 
 
 講習会は厚生労働省が示す「医師
の臨床研修に係る指導医講習会の
開催指針」に基づき、「滋賀県で医療
を支える研修医を育てる技法の開
発」をテーマとし、研修医に対し適切
な臨床研修を実施するための指導医
としてのカリキュラム作成、指導能力
「第８回滋賀医科大学医師臨床研修指導医講習会」を開催 
を習得することを目標に開催されまし
た。 
 
 グループワークでは６人ごとのグル
ープに分かれ、臨床研修指導の問題
点、目標や方略などについて活発な
討論が行われました。 
 
 また、臨床現場における指導医と研
修医のやり取りをロールプレイで行
い、指導医の適切な指導の仕方につ
いて議論しました。 
 
 ２日目の閉会式では、受講者に修
了証書が授与されました。 
KJ法を使ってのグループワーク
  
- 5 -
国立大学法人 滋賀医科大学 077-548-2012 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 １０月８日(月)、草津市まちづくりセ
ンターにおいて滋賀医科大学市民公
開講座を開催しました。 
 柏木病院長の挨拶にはじまり、脳神
経外科 野﨑教授及び救急集中治療
医学講座 江口教授の司会のもと、
テーマを「災害と救急医療」と題して、
第一部、第二部に分けて行われまし
た。 
 
 第一部は「災害・地震」について、滋
賀県防災危機管理局 蚊野主幹によ
る「地震と身近な防災」、救急集中治
療医学講座 田畑講師による「災害
時の医療体制－ＤＭＡＴと医療救護
班の活動－」の講演を行いました。 
 
 続く第二部は「ここまで進歩した救
急医療」をテーマとして、心臓血管外
科 鈴木講師による「突然襲う大動脈
解離－本学での緊急対応－」、循環
器内科 山本講師による「急性心筋
梗塞を救う－カテーテル治療－」、脳
神経外科学講座 樋口助教による
「脳梗塞の最新治療－血管内治療
市民公開講座「災害と救急医療」を開催 
－」、救急集中治療医学講座 松村
准教授による「心肺停止からの社会
復帰－脳低温療法とは－」の、心臓と
脳に関する救急医療について講演を
行いました。 
 
 ７０名の参加者からは次のような貴
重なご意見をいただき、３時間の公開
講座を終了しました。 
 
・ 救急医療について大変参考になっ
た。 
・ 緊急時に人を助けられるように心が
けようと思った。  
・ 急に状態が悪くなることがあったら
滋賀医大にかかりたいと思った。  
・ 先生のお話が上手で大変解り易か
った。 
・ 近江八幡市や彦根市等の湖北でも
開催してほしい。  
・ ドクヘリ等の専門用語がわかりにく
かった。 
・ ２時間程度が良い。  
柏木病院長の挨拶 
松村准教授による講演 
 １０月１０日から１２日の３日間、パ
シフィコ横浜にて、「バイオジャパン２
０１２－ワールドビジネスフォーラム」
が、ライフ（医療・創薬、医療機器、化
粧品）、グリーン、機能性食品、バイ
オクラスター＆ベンチャーの４大テー
マのもと開催されました。 
 
 本学からは、医学系産学連携ネット
ワーク協議会（medU-net）からの出
展として、小島 秀人准教授（生化
学・分子生物学講座）、森田 真也准
教授（薬剤部）が、JST からの出展と
して谷 徹教授（外科学講座）が、展
示及び２０分～３０分のプレゼンテー
ションを行いました。 
・谷教授 「MR 画像誘導下内視鏡手
術システムの開発 －汎用型 MRI
装置を用いて」  
バイオジャパン２０１２に出展 
・小島准教授 「ナノダイヤモンドを用
いた標的化 DDS システムの開発」 
・森田准教授 「ホスファチジルセリン
とスフィンゴミエリンの高感度酵素蛍
光定量法」  
 
 また、公益財団法人滋賀県産業支
援プラザからは、しが医工連携ものづ
くりクラスター地域イノベーション戦略
支援プログラム（グローバル型）とし
て、石田 哲夫准教授（生化学・分子
生物学講座）、谷 徹教授（外科学講
座）が中心となり研究が行われている
『「いつでも・どこでも高度先端医療」
を実現する診断・治療技術の開発』に
ついて、出展されました。 
 
 各ブースとも興味深い内容で、熱心
な質問に対し丁寧な説明が行われて
いました。 
出展内容説明 
谷教授によるプレゼンテーション 
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 来る１０月２７日、２８日開催の若鮎
祭に向けて、若鮎祭実行委員会の学
生たちが、メイン会場となる中庭の池
掃除を実施しました。 
 
 清掃作業中は皆で協力し合いなが
ら熱心に取り組み、日が暮れて作業
が終わる頃には気持ちがひとつにな
ったようでした。これにより学園祭の
準備もいよいよ本格的となります。
若鮎祭実行委員会による中庭池掃除を実施 
 なお、２５日(木)に水上特設ステー
ジを設置するトラックが、テニスコート
前の通路から臨床研究棟北側の通
路を通りますので、絶対に路上駐車
等はされないようご協力願います。ま
た、２９日（月）は撤去作業を行います
ので、同様にご協力をお願いいたしま
す。 
掃除作業中の若鮎祭実行委員会の
学生たち 
 １０月２５日（木）午前１０時から本
学体育館において、ご遺族、ご来賓、
しゃくなげ会会員及び教職員・学生約
６００名の参列の中、厳かに第３８回
滋賀医科大学解剖体慰霊式を執り行
いました。このたびは系統解剖５９
霊、病理解剖２８霊、法医解剖７８霊、
計１６５霊を新たにお祀りし御霊のご
冥福をお祈りしました。 
 
 慰霊式は、出席者全員で御霊に黙
第３８回解剖体慰霊式を執り行いました 
祷を捧げ、諸霊芳名拝誦、馬場学長
及び学生代表による慰霊の辞、高橋
しゃくなげ会理事長の献辞、出席者
全員による献花が行われました。 
 
 最後に、ご遺族代表のご挨拶及び、
本学教授代表として社会医学講座の
西教授から挨拶があり、厳かな内に
閉式となりました。 
会場の様子 
５Ａ病棟見学の様子 
スキルズラボ見学の様子 
滋賀県立河瀬中学校生徒が本学を訪問 
 滋賀県では、中高一貫教育を行っ
ている高等学校と中学校が３校あり
ますが、その中の１校の河瀬中学校
の生徒５名が、１０月２３日（火）あい
にくの雨の中、同校教務主任の廣田
先生に引率され本学を訪問しました。 
 
 当日は、大会議室で服部副学長か
ら歓迎の挨拶があり、引き続き大学
の概要や歴史について説明がありま
した。その後生徒たちが「最近の学生
と昔の学生で雰囲気が変わったとこ
ろはありますか？」、「本学でしか受け
られない授業はありますか？」など、
副学長に直接インタビューを行いまし
た。 
 
 続いて解剖学講座（生体機能形態
学部門）の宇田川教授室を訪問し、カ
ンファレンスルームで標本観察のた
めの基礎知識の習得として、人体の
組織について勉強しました。その後実
験実習支援センターでラットの脳の切
片作成過程を見学し、顕微鏡実習室
では正常組織や病理標本をバーチャ
ルスライドで観察しました。 
 
 その後の病院見学では「院内図書
室」、「５Ａ病棟」、「スキルズラボ」を見
学しました。 
 
 院内図書室では、ボランティアの方
から院内図書室の歴史や利用状況
について説明を受けました。続いて訪
れた５Ａ病棟「瀬田の森」では、堀井
副看護師長から説明を受け、廊下や
病室など病棟全面に描かれたイラス
トに驚いていました。 
 
 同校では、各班ごとに近隣の大学を
訪問し、将来の進路選択の参考にし
ているようですが、初めて体験した大
学と病院の様子に目を丸くして見学
し、医学部に対する興味を深くしたよ
うでした。 
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学長のあいさつ 
 今般、新聞等でも報道された本学
教員によるハラスメントおよび研究費
の不正使用事例を踏まえ、臨時全学
集会を１０月２６日（金）１７時３０分か
ら臨床講義棟２階・第３講義室におい
て開催しました。 
 
 馬場学長から開会のあいさつの
後、谷川理事から「本学におけるパワ
ーハラスメント事案について」、村山
学長補佐から「本学における研究費
の不正使用等について」と題して、今
臨時全学集会を開催 
回の事件の経過と防止策等について
それぞれ説明がありました。次いで、
荒木監事から「監事の視点 ～コンプ
ライアンス等、環境変化への対応～」
と題した話の後、質疑応答を行いまし
た。 
 最後に馬場学長から、今回の事件
により、旅費請求の手続きにおいて
提出物が増えることなど、また、今後
このような事件が未然に防げるよう
に、教職員全員がお互い注意していく
ことへの協力依頼がありました。 
会場内の様子 
 第３８回若鮎祭が１０月２７日（土）２
８日（日）の両日、「I’mpossible～不
可能を可能に～」をテーマに開催され
ました。 
 
 今年も、地域の方々に参加していた
だける企画として、ふれあい動物園
やフリーマーケット、美容ブースなど
第３８回「若鮎祭」（学園祭）を開催 
が用意され、幅広い年齢層の方たち
に楽しんでいただけました。 
 
 二日目は残念ながら雨天となりまし
たが、メインステージでのお笑いライ
ブでは大いに盛り上がり、無事にフィ
ナーレを迎えて今年の若鮎祭の幕を
閉じました。 
保護者を含めて７６名の方が 
ご参加 
遠藤教授による授業 
体験授業を開催 
 本学では毎年学園祭（若鮎祭）の
日程に合わせて、高校生の方を対象
に大学の授業を体験していただき、
医学や看護学に関心を深めていただ
くため、平成１５年度から「体験授業」
を開催しています。今年は１０月２７日
（土）に、医学部 遠藤教授（看護学
科・臨床看護学講座、消化器外科・医
師）を講師に「生命危機の評価と処
置・入門編」というテーマで開催しまし
た。当日は、県内外から高校生、保
護者等合わせて７６名の参加があり、
大盛況でした。 
 
 授業の中では、救命処置について
救命蘇生のＡＢＣから胸骨圧迫・ＡＥＤ
の使い方、また心臓の動きについて
専門的な解説、最後にトリアージの重
要性など様々なテーマが挙げられま
した。授業の途中では映像を交えな
がら、心臓マッサージやＡＥＤの施し
方をわかりやすく解説し、受講生から
は「自分にもできることがあるのだと
思いました」「人の命を助けるために
も積極的に行動していく大切さを学ぶ
ことができました」という感想が寄せら
れました。トリアージについてＪＲ福知
山線脱線事故を題材にした映像は特
に反響が大きく、「医療現場の厳しさ
を感じました」「トリアージを判断する
のは、かなりの責任と覚悟が必要だ
と思いました」と医療に携わる職業の
重みを感じられている方が多く見受け
られました。 
 
 また、授業終了後のアンケートで
は、その他にも「医師・看護師が命を
預かることの重大性を認識しました」
「医療の仕事は辛い判断を下さなけ
ればならない時もあるけど、とても重
要でやりがいのある仕事だと改めて
思いました」「多くの命を救うために
は、心も強くならなければいけないと
思いました」など数多くの感想が寄せ
られ、大好評でした。 
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 １０月３１日（水）開催の役員懇談会
において、佐賀大学医学部附属病院
医療情報部の藤井 進講師を招き、
本学経営協議会の外部委員５名を含
めた２５名が参加して、病院経営分析
に関する講演会を実施しました。 
 
 講演では、病院コストの考え方や大
学病院として医療の質を考えた上で
の経営分析等について説明後、本学
附属病院のデータに基づいた分析結
病院経営分析に関する講演会を実施 
果により、問題点等を可視化して説
明いただきました。 
 参加者は、実際のデータに基づい
た講演を熱心に聴講し、質問されて
いました。 
 
 最後に、馬場学長から、講演に対す
る謝辞と、本学も同様の分析方法を
取り入れ経営分析を行い、大学病院
として社会のニーズに応えていきたと
の挨拶があり、閉会となりました。 熱心に聴講する参加者 
外国人留学生及び外国人研究者等の宿泊見学バス旅行を実施 
 １１月２日（金）～３日（土）の２日
間、“名画に触れ、震災を学ぶ”をテ
ーマとして、淡路島・鳴門方面へ外国
人留学生及び外国人研究者等の宿
泊見学バス旅行を実施しました。服
部副学長、相浦国際交流支援室長ら
の引率のもと総勢 27 名が参加しまし
た。 
 
 １日目は、昼食後に、まず「渦の道」
（大鳴門橋遊歩道）から渦潮見学。海
上４５メートルにあるガラス床からの
渦 潮 見 学 は ス リ ル 満 点 で し た 。
 続いて、今回の旅のメインである
「大塚国際美術館」を訪れました。同
美術館には、古代壁画から現代絵画
まで、良く知られた至宝の西洋名画
1,000 点以上が、原寸大で陶板名画
として再現展示されており、その精巧
な技術に驚かされるとともに、まさに
“芸術の秋”にふさわしい一時を堪能
することができました。 
 宿泊ホテルの夕食後の懇談会で
は、行きの車中で紹介された日本の
歌「もみじ」、「ふるさと」や「花は咲く
（震災復興テーマソング）」等を、みん
なで歌い、また、留学生等からの歌の
披露もあって、大変楽しい時を過ごし
ました。 
 
 ２日目、淡路島北部丘陵地にある
「あわじ花さじき」では、一面に広がる
花畑と海へと続く眺望に身も心も開放
されました。 
旅の最後に訪れた「野島断層保存
館」では、阪神・淡路大震災の被害を
目の当たりにし、震度７の揺れを実体
験するなど、地震について学ぶ貴重
な機会となりました。 
 
 今回のバス旅行は、天候にも恵ま
れ、参加者一同、研究等で多忙な日
常から開放されて親交を深め、良い
思い出を作ることができました。 
渦の道（渦潮見学） 
あわじ花さじきで記念撮影 
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センター長慰霊のことば 献花 
 １１月６日（火）午後３時から、滋賀
医科大学研究動物慰霊碑前におい
て平成２４年度研究動物慰霊式が執
り行われました。 
 
 慰霊式には、学長をはじめ１０４名
が出席し黙祷を行った後、動物生命
科学研究センター長の服部副学長、
利用者会議議長の相見良成准教授
から慰霊の辞が述べられました。
 その後、出席者全員による献花が
行われ、過去一年間（平成２３年１０
月～平成２４年９月）に実験に供され
た動物の御霊の冥福を祈りました。 
平成２４年度 研究動物慰霊式を実施 
代表の方に修了証書を 
お渡ししている様子 
田中教授による司会 
 １１月２日（金）、８日（木）、１６日
（金）の３日間、ピアザ淡海において
第２９回目となる滋賀医科大学公開
講座を実施しました。 
 
 テーマを「昨今のがん治療につい
て」とし、１１月２日は、呼吸器外科
花岡 淳講師による「肺がん －克服
を目指して 最近の話題（外科治療を
中心に）－」、１１月８日は、臨床腫瘍
学講座 醍醐弥太郎教授による「が
んとたたかう先進医療開発：有効で安
全ながん診断法とくすりをつくる取り
組みの最新事情」、１１月１６日は、皮
膚科学講座 田中俊宏教授の司会に
より、「皮膚のがんを学ぼう」と称し、
第２９回滋賀医科大学公開講座を開催 
皮膚科学講座 中西 元准教授によ
る「ウイルスと皮膚癌 皮膚癌の遺伝
子検査」、皮膚科学講座 藤井紀和
講師による「悪性黒色腫とほくろ」、皮
膚科学講座 藤本徳毅講師による
「基底細胞癌 ページェット病 血管
肉腫」の講演を行いました。参加の皆
様にはいずれも熱心に聴講いただ
き、質疑応答も活発な講座となりまし
た。 
 
 また、恒例により３回のうち２回以上
受講いただいた方々には修了証書を
お渡ししており、最終日には、田中教
授から代表の方にお渡ししました。 
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 １１月１６日（金）に、本学及びホテ
ルボストンプラザ草津において、第３
０回国立大学法人生命科学研究機
器施設協議会を開催しました。 
 
 全国の国立大学の生命科学研究機
器施設より４１名が参加して、午前中
は、本学において技術交流会ならび
に施設見学が行われ、午後からは、
ホテルボストンプラザ草津において
「施設間相互支援サービスについ
て」、「施設運営上の問題点及びその
解決策について」等についての協議
ならびに技術職員による技術発表お
第３０回国立大学法人生命科学研究機器施設協議会を開催 
よび技術交流会が行われ、多様化す
る国立大学の生命科学研究機器施
設の今後のあり方等や専門技術に関
する情報交換が行われました。 
 
 今回の施設協議会は、Face to
Face Communication を基本理念に
行われました。参加者は、ポスター発
表、会議に参加され、活発な質疑応
答が行われ、協議会は盛況のうちに
閉会しました。本協議会で得られた情
報が、多様化する全国の生命科学研
究機器施設で、今後の運営に活かさ
れるものと期待しています。 
開会式の様子 
 看護師による「リンパ浮腫外来」を
開設し６年目を迎えました。この外来
では、主に乳がんや子宮がんなどの
治療（手術や放射線治療）によって起
こる、リンパ液の輸送障害を原因とす
る手足のむくみ（リンパ浮腫）を持つ
患者様を対象に診療を行っていま
す。 
 
 リンパ浮腫のケアは、セルフケアが
重要で最も効果があると言われてい
ますが、継続することが重要です。ま
た、症状の辛さが周りに理解されない
ことも多く、患者さんは孤独感を持た
れるようです。同じ症状を抱えながら
第２回 リンパ浮腫患者交流会を開催 
生活されている方々が集い、思いを
分かち合ったり生活やケアの工夫の
情報を交換し合えることで、少しでも
セルフケアを継続しようという意欲に
つながればと願い、昨年からリンパ浮
腫外来のセラピストが主催する交流
会を開催しています。 
 
 今年はあいにくの雨天ではありまし
たが、２０名もの患者さん、ご家族が
参加されました。体験を語り合い、共
感したり励まされたりと、あっという間
にお開きの時間となり、密度の濃い
交流会となりました。 
体験を語り合い、共有する 
機会となりました 
 １１月２８日（水）、近畿厚生局及び
大津市保健所による立入検査が実
施されました。 
 
 検査は近畿厚生局から高橋統括指
導医療官の他医療指導監視監査官
が３名、大津市保健所から午前は医
療監視員３名、午後は勝山所長を含
め１２名が来院し、特定機能病院に
かかる要件事項の適合状況、安全管
理全般に係る体制確保状況、実施計
画、実施状況等についての聞き取り
及び各部署・病棟での現地確認が行
われました。 
平成２４年度医療法第２５条に基づく立入検査が行われました 
病院長の挨拶 立入検査の風景 
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研修会の様子 
 平成２４年１１月２９日（木）１７時３０
分より、「国立大学法人におけるコン
プライアンスのあり方」というテーマ
で、公認会計士 新日本監査法人シニ
アマネージャー 植草茂樹氏を講師
に迎え研修会を開催しました。 
 
 講演では、大学を取り巻く環境の急
激な変化や、社会の期待の変化から
もたらされるコンプライアンス意識の
高まりと、コンプライアンスを推進する
ために大学に求められる取り組みに
ついて、理解を深めることができまし
た。また、過去の不正事例から、大学
コンプライアンスに関する研修会を開催 
がどうあるべきか、教職員がどうする
べきかを考え、コンプライアンスとは
何かを理解すること、そして、構成員
１人ひとりのセンシビティ（感受性、鋭
敏性）を高め、リスクを感じる力（リス
ク感性力）を養うことが重要であり、そ
のためにはコミュニケーションも必要
になるとのお話もわかりやすく説明い
ただきました。 
 
 当日は１００名を超える参加者が、
コンプライアンス全般について学び、
理解し、自らの役割を再認識する良
い機会になったように感じています。
全学あげての大規模な地震防災訓練を実施 
 自らの安全を確保し、迅速に防災
体制に移行するための一連の対応
行動を身に付け、附属病院における
患者さんや学生、教職員等の生命身
体の安全確保を図ることを目的に、１
１月２９日（木）に今回で４回目となる
滋賀医科大学地震防災訓練を実施し
ました。 
 
 琵琶湖西岸断層を震源とするマグ
ニチュード８．４、震度７の直下型地震
が発生し、建物の全壊はないが、一
部建物が倒壊し多数の負傷者等と３
Ｄ病棟では火災が発生したとの想定
のもと、約３００名の学生・職員が以
下の訓練に参加しました。 
 
 訓練では、構成員一人一人が日常
及び災害発生時において「自らが何
をするべきか」を考え行動することを
基本とし、事前に知らされていなかっ
たトラブルへの対応等を数多く取り入
れました。 
 
（１）災害対策本部・副本部の設置・運
営 
（２）安否確認 
（３）傷病者搬送 
（４）避難誘導（学生、患者等） 
（５）初期消火 
（６）トリアージ訓練 
（７）検死訓練 
（８）屋内消火栓操作訓練 
（９）消火器操作訓練 
（10）学外への緊急時通報連絡訓練
（11）情報伝達訓練（衛星電話、トラン
シーバー使用）他 
 
 災害対策本部・副本部では、各部
署から集められた情報を基に関係部
署に指示を出したり、事前に知らされ
ていなかったトラブルへの報告、対処
要請、さらに今回初めて、学外関連
機関等への緊急時の連絡通報訓練
として、滋賀県防災危機管理局、滋
賀県医師会に被災状況や病院の受
入態勢などの連絡を、浜松医科大学
には災害時における大学病院間の相
互支援に関する協定に基づく応援要
請を衛星電話を使い実施しました。 
 
 病棟からの避難誘導訓練では、階
段避難車であるイーバックチェアや組
みたて式の担架で実際に階段を下
り、病院玄関では「ガラスの破片で足
を切った」「胸が苦しくて呼吸ができな
い」など、様々な症状を訴える患者役
の本学職員が担架などで運ばれ、治
療の優先順位をつけるトリアージ訓
練を本番さながらに行いました。 
 
 さらに、訓練の最後には、消防署職
員の指導により、実際の消火器を用
いた操作体験を本学グラウンドにて
行い、消火器の仕組みや使い方、使
用上の注意等について理解を深めま
した。 
検死訓練 
屋内消火栓操作訓練 
消火器操作訓練 
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寺田教授による講演 
 平成２４年度文部科学省「がんプロ
フェッショナル養成基盤推進プラン」
採択事業の一環として、滋賀県薬剤
師会、滋賀県病院薬剤師会、中外製
薬株式会社との共催で、「第２回地域
のがん薬物療法を支える薬剤師養成
コース」を１２月１日に開催しました。
 
 当日は１０１名の参加者があり、寺
田教授の挨拶のあと「カペシタビン
（ゼローダ®）を究めよう」のテーマに
基づき、寺田教授、梅田特任講師、
がんプロフェショナル養成基盤推進プラン インテンシブコース
「第２回 地域のがん薬物療法を支える薬剤師養成コース」を開催 
矢野中外製薬（株）京都営業部メディ
カルアソシエートの講演が行われまし
た。参加者は熱心に聴講するととも
に、活発な質疑応答が交わされ、大
変有意義な講演会になりました。 
正面玄関前のイルミネーション
“瀬田の森”をイメージした 
動物たちのイルミネーション 
クリスマスイルミネーション点灯式を行いました 
 滋賀医科大学医学部附属病院で
は、本年も正面玄関前のスペースを
利用した「クリスマスイルミネーション」
を実施しております。このクリスマイル
ミネーションは、看護広報活動推進委
員会の活動の一環として毎年委員ら
によってデザイン・創意工夫されてい
ます。患者さん、地域住民の方々、病
院スタッフに大変親しまれ、楽しみに
されている季節行事となっておりま
す。 
 
 初日となる 11 月 30 日の午後５時
からは、多くの患者さんやご家族にお
集まりいただき、藤野看護部長、小児
科病棟のお子さんによる点灯式を行
いました。「１０，９，８，７・・・ゼロ」のカ
ウントダウンの声にあわせて点灯ボタ
ンが押された瞬間、幻想的な光のイ
ルミネーションが目に飛び込んで来ま
した。それと同時に大きな歓声と拍手
が沸き上がりました。普段はひっそり
とした噴水もこの時ばかりは他にたと
えようがないほど美しく彩られます。
今年度は、玄関ホールに３ｍを超え
る巨大なクリスマスツリーも登場、外
来棟２階のウッドデッキにも“瀬田の
森”をイメージした動物たちのイルミネ
ーションを実施しております。是非、
夢のひとときをお楽しみください。 
 
【期間】 
平成 24 年 11 月 30 日（金）～ 
12 月 26 日（水）［午前中］ 
【点灯時間】 
16：30～21：00 
【場所】 
滋賀医科大学医学部附属病院 
（正面玄関噴水前、玄関ホール、
外来棟２階ウッドデッキ） 
  
- 13 -
国立大学法人 滋賀医科大学 077-548-2012 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 １２月１２日（水）に看護学科学生の
海外研修促進を目的とし、看護第一
講義室において初めてとなる海外研
修報告会が開催されました。 
 
 看護学科学生の海外研修は３年前
から行われており、本学とミシガン州
立大学連合との交流協定に基づき実
施されています。 
 
 今回は、平成２４年７月２４日～８月
８日までサギノー・ヴァレー州立大
学、その他４つの病院で研修を行っ
た看護学科第４学年の佐藤 貴代さ
ん、内山 真奈さん、市川 瑞希さん
看護学科海外研修報告会が開催されました 
から研修報告があり、今後海外研修
を希望する学生に対して出発までの
準備等、アドバイスを含めて話をして
いただきました。 
 
 当日は学長、副学長をはじめ、海外
研修に興味を持つ学生が多く参加
し、３名の報告に聞き入っていまし
た。また、毎年ご尽力いただいている
彦根ミシガン日本センター 北村みず
き様も参加され、ご意見を頂くことが
でき、学生にとって今後の海外研修
について意識を高める機会とすること
ができました。 
海外研修報告の様子 
三ッ浪教授の司会による質疑応答 
 １２月２日（日）に、プライマリケア医
の生涯学習促進を目的として、大津
市のピアザ淡海を会場に、今年で６
回目となる「琵琶湖プライマリケア・リ
フレッシャーコース」を開催しました。
 
 このワークショップは、主に滋賀県
下のプライマリケア医の日常診療に
必要な知識や技術をリフレッシュし、
明日からの診療に活かしていただくこ
とを主な目的として実施したもので
す。 
プライマリケア医を対象にした「琵琶湖プライマリケア・リフレ
ッシャーコース（第６回）」を開催 
 当日は、本学泌尿器科学講座 准
教授 荒木 勇雄先生を講師として、
馬場学長の挨拶の後、家庭医療学講
座の三ッ浪 健一教授の司会・進行
により、「プライマリケアにおける排尿
障害（頻尿･尿失禁・排尿困難）の管
理」と題し、 午前、午後の５部構成で
講演を行いました。活発な質疑応答
がなされ、充実したものとなりました。
 
 講演会の最後には、受講者に受講
修了証をお渡ししました。 
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平成 25 年 1 月～3 月の行事予定 
 
所在地： 
〒５２０－２１９２ 
滋賀県大津市瀬田月輪町 
開学： 
１９７４年１０月１日 
活動内容： 
教育・研究・診療 
大学概要 
 
役員： 
学長      馬場忠雄 
理事（教育等） 服部隆則 
理事（医療等） 柏木厚典 
理事（経営等） 髙尾孝信 
理事（総務等） 谷川成美 
１月１９・２０日 大学入試センター試験 
２月２５・２６日 一般選抜試験 
３月７日 卒業式 
企画調整室 TEL: 
077-548-2012 
E-MAIL: 
hqkouhou@belle.shiga-med.ac.jp 
FAX: 
077-543-8659 
本学 Web サイト URL: 
http://www.shiga-med.ac.jp/ 
担当 
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教育関係 
2012/12/03 日経グローカル 大学設置形態別 上位ランキング  
2012/11/23 京都 滋賀医科大元医師 強制わいせつで有罪 
2012/11/22 中日 国際基準の医療教育を 浜松医大、滋賀医大が協定締結 
2012/11/22 京都 滋賀医大、浜松医大と協定 人材や研究交流 
2012/11/22 静岡新聞 浜松医大、滋賀医大と包括協定 教養教育向上図る 
2012/11/17 日経 浜医大と滋賀医大 提携 教育、研究向上へ人材交流 
2012/10/27 週刊東洋経済 2012 年 独自ランキング 日本の大学 TOP300 
2012/10/18 京都 特定建築物 955 棟で倒壊恐れ 
2012/10/09 西予市 「第 1 回西予市おイネ賞事業」受賞者決定！！ 
2012/10/01 中日 大学生ら無料指導 「貧困の連鎖」解決を 
 
研究関係 
2012/12/11 日経 ＡＬＳのマウス 実験用に作製 
2012/12/11 京都 不要なタンパク質を分解 酵素できず ALS 症状 
2012/12/11 マイナビ 京大、遺伝子改変マウスで「筋萎縮性側索硬化症」の疾患の
再現に成功 
2012/10/13 京都 県警科捜研員が手法開発 体内の植物毒 微量でも特定 
2012/10/09 朝日 有毒植物、DNA で特定 県警科捜研・松山さんに医学博士号 
2012/10/06 読売 県警科捜研 松山研究員に博士号 
2012/10/06 中日 松山さん医学博士号 毒物の DNA 増幅させ特定 
2012/10/05 日経ﾌﾟﾚﾘﾘｰｽ アステラス製薬、「イプラグリフロジン」が他の血糖降下剤併用
での有効・安全性を確認 
 
病院関係 
2012/12/13 医療介護 BC ニ
ュース 
特定健診の医療費消滅効果を検証へ－厚労省検討会がＷＧ
を設置 
2012/12/12 中日 患者癒す きらめき 滋賀医科大学附属病院 聖夜イルミネー
ション 
2012/12/02 読売 病院の実力 59 心臓病 
2012/11/29 週刊文春 専門医から推薦の多かった心臓外科医 
2012/11/06 京都 芸術×医療 癒やしに力 
2012/11/04 読売 病院の実力「抗がん剤治療」 
2012/10/27 週刊ダイヤモンド 頼れる病院 消える病院 
2012/10/27 読売 送信画像でがん診断 成人病センター病院ネット構築へ 
2012/10/12 日経産業 医療・介護最前線リポート 脳卒中症例を蓄積・分析 
2012/10/08 京都 滋賀医科大学医学部附属病院 信頼と満足を追求する全人的
医療 
2012/10/07 読売 病院の実力 57 眼科 
2012/10/05 日経 重度の肥満 手術も選択肢 
 
社会連携 
2012/12/11 読売 「こころとからだの元気講座」 
2012/12/05 読売 滋賀医大が生活習慣病予防講座 
2012/12/01 朝日 子どもの自殺調査、扱いを議論 滋賀県対策チーム 
2012/11/30 中日 みんなの歯とお口の健康セミナー 
2012/11/02 読売しが県民情
報 じょうほう箱 「県がんフォーラム」参加者募集 
報道された滋賀医科大学 （平成 24 年 10 月～平成 24 年 12 月） 
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2012/10/26 朝日 地上に平和を！人々に笑顔を！ 
2012/10/19 京都 発達障害者の就労考えよう 
2012/10/13 中日 Web 発達障害者の就労考えるシンポ 
2012/10/05 産経 第 8 回滋賀県脳卒中市民公開講座 
2012/10/02 読売 しが県民情
報 第 29 回滋賀医科大学公開講座「昨今のがん治療について」 
 
その他 
2012/12/26 読売 オンライン 清涼飲料水飲み過ぎ 女性に脳梗塞リスク 
2012/12/24 京都 湖国から健康を考える 滋賀の医師に聞く 滋賀医科大学 社
会医学講座 講師 喜多 義邦 氏 
2012/12/13 河北新報 東北発 ニッポン元気会議 家庭での血圧測定有効 
2012/12/01 朝日 大震災想定 対応や連携確認 
2012/11/26 日経 京都経済特集 創薬・在宅医療も先駆 
2012/11/23 読売 滋賀医大元勤務医に有罪 強制わいせつで地裁判決 
2012/11/23 中日 医師の被告に猶予４年の判決 強制わいせつ事件 
2012/11/23 朝日 強制わいせつで医師に有罪判決 「繰り返しセクハラ」 
2012/11/23 毎日 強制わいせつの元医大医師有罪 地裁判決 
2012/11/09 科学新聞 平成２４年 秋の叙勲受章者 
2012/11/09 農業協同組合新
聞 別所隆氏（神奈川県）らに平成 24 年度農村医学会賞 
2012/11/05 朝日 県文化賞２氏が受賞 
2012/11/03 読売 秋の叙勲 
2012/11/01 毎日 元滋賀医大医師に懲役１年６月求刑 わいせつ罪で 
2012/10/12 京都 医療・健康の特区申請 
2012/10/08 朝日 認知症 思いを語る 7 心の中は変わらない 
 
